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平成 31 年

４

み

な
さ

ん
の 地 域 へ 議 員 が お 伺 い し

ま
す

！

気
に
な
る
こ
と

あ
っ
た
ら

言
う
て
よ
。

詳しくは
19 ページを

チェック！

O

pen!

市内６会場、どこでも参加できます！

市議会＆みなさん

５/13 　～５/18

市民との意見交換会

とき：

ほ
ん
ま
、

伝
え
ん
と

も
っ
た
い
な
い
で
。

み
ん
な
の
言
葉
で

届
け
て
よ
。

月 土
平日は午後７時～
土曜日は午後２時～

じゃあ、こどもにごはん食べさせたら行くわ！

すきな

ときに入れる

らしいよ。

聞いてみたい
ことあんねんけど
…。１回行って

みよかな。デマンドで

よそのまちにも

行けるんか

聞いてみよ。

柏原地域は

土曜のお昼に

するんやて。

どの会場

行ってもいい

んやて。

あ
な
た
の「
声
」で

何
か
が

カ
ワ
ル
！

「子育て」が

テーマのグループ
もつくります。

お子さま連れも
ＯＫ！

グループワークでは丹波
市

議会
初！



新年度
予算

DOCUMENT
な

る

ほ
ど

ドキュメント

３月議会

付託：委員会へ審査

を依頼すること。

カイ

　　　セツ　　

「１年間の市政が決まる」という意味では、年４

回行われる定例会の中で、もっとも重要ともい

える３月定例会。予算が可決しなければ、新年

度事業すら進められないんです。３月は「いつ

もとどこがちがうのか？」をご紹介します。

お金の使いみちだけじゃない！

市長の施政方針も、教育方針も、

会派の代表質問だってあるんだから。

会派代表
質問

施政方針
教育方針

３月ギカイって

トクベツなんです！

実は…

　
議
案
の
提
案
と
質
疑
　

初
日
は
、
通
常
の
議
案
に
加

え
て
、
新
年
度
予
算
の
提
案

と
、
施
政
方
針
・
教
育
方
針

の
報
告
。
２
日
目
に
議
案
に

つ
い
て
の
質
疑
。

　
新
年
度
予
算
の
採
決
　

本
会
議
最
終
日
に
採
決
。

市長が語る

「飛躍の年」
への想いとは

  

総
務
文
教

  

民
生
産
建
　

  

予
算
決
算

付
託

 

新
年
度
予
算
以
外
の
採
決

一
般
質
問
（
代
表
・
個
人
）

新
年
度
予
算
の
審
査
※
左
上
図

（
予
算
決
算
常
任
委
員
会
）

本会議 委員会

各
常
任
委
員
会

で
審
査

会派代表が質す

施政方針や市の

課題へのギモン

各分科会で詳しく審査した

後、論点を整理して議員間討

議を行うなど、慎重に審査し

ました。

市長が新年度への想いや

事業の方針を発表。
（教育長は教育方針を発表）

年に１度の会派代表質問。

登壇し 市長を質します。

それぞれ

担当の委員会

で詳しく審査

します。

なる

ほど！

会派の代表が登壇し市長へ質問を
投げかける、60分１本勝負です（答
弁を含む）。
➝一般質問の詳細は P12 ～ 17

「２年間の準備期間を経て迎えたター

ゲットイヤー。多くのプロジェクトを見

える化し、花開く年に。」施政方針要旨

ただ

３月　定例会の流れ

市　長
ヒアリング

財務部長
ヒアリング

12 月
10 月

11 月

次年度事業

に必要な各部局

の予算をとり

まとめ

予算案が決定
予算書・ガイ

ドの作成

予算案の

作成を

スタート！

2 月

プレス（記者）
発表　

1 月

議
会

が
チ

ェ
ッ

ク

市が新年度予算案
を

つ
く

る

予算案 ９月

 

総
括
質
疑

 

課
題
・
論
点
の
整
理

  

採
　
決

総務文教
分科会で
質　　疑

民生産建

分科会で

質　　疑

　
本
会
議
（
初
日
）
　

新
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
、

市
長
が
提
案
説
明
。

　
本
会
議
（
最
終
日
）
　

新
年
度
予
算
案
の
採
決
。

付
託

審
査
報
告

予算決算常任委員会

ｓギカイ’
Ｃｈｅｃｋ！

３月

市長から提案された

予算の使いみちは望ましいか

しっかり審査します！

各
種
事
業
ス
タ
ー
ト
！

４月

なる

ほど！

実
は
３
月
ギ
カ
イ

っ
て
ト
ク
ベ
ツ
！

実
は
３
月
ギ
カ
イ

っ
て
ト
ク
ベ
ツ
！

実
は
３
月
ギ
カ
イ

っ
て
ト
ク
ベ
ツ
！

ギ
ロ
ン
の
論
点

ギ
ロ
ン
の
論
点

審

議

結

果

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

意
見
交
換
会

つ
ぶ
や
き
川
柳

0203



平
成 

31
年
度
予
算
　
　
を

議
会
が
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
！

一般会計予算の推移

351億円

382
393 388

378

37億
円減

一 般 会 計

総
額 351億円

福祉・医療

13.2％

教育

農林業

行政運営

29.3％

7.0％

9.8％
　　54.5万円

観光・商工業3.4％
消防・救急3.3％　
議会0.6％
災害復旧0.1％
労働費0.1％
予備費0.1％

13.4％
借金の返済

9.6％
環境・衛生

7.6％

その他

10.1％
道路・橋

市民１人
あたり

農の学校

シティプロモーションと

防災行政無線機の更新に

関する事業はこちら。

主 な 特 別 会 計

国民健康保険

市・県
81.8％

保険料
18.2％

総額 69 億4 千万円

介護保険

市・県・国
80.1％

保険料
19.9％

総額 72 億6,400 万円

私たち被保険者が

支払う保険料は２割程

度。どちらもたくさん

の税金や国や県からの

お金でまかなわれ

ているのね。

H27　H28　H29　H30　H31

国保や介護保険などは、一般会計とは別に事業ごとの会計に分けられています。
1日あたり約1億円の予算

DOCUMENT
な

る

ほ
ど

ドキュメント

３月議会

市
か
ら
提
案
さ
れ
た
予
算

案
に
つ
い
て
、
予
算
決
算

常
任
委
員
会
で
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
な
お
、
総
務

文
教
・
民
生
産
建
常
任
委

員
会
に
係
る
予
算
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科

会
に
分
か
れ
て
集
中
的
に

審
査
。
全
体
会
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
で
質
疑
や
討

論
を
か
わ
し
、
最
終
日
に

採
決
を
行
い
ま
し
た
。

みのり

102 億
7,890 万円

47 億
1,731 万円

46 億1,324 万円

35 億
4,527 万円

34 億
3,629 万円

33 億
8,034 万円

24 億
　3,882
　　万円

特別会計保
険事業勘定

特別会計
事業勘定

こども園や看護専門学

校、健康センターミル

ネなどの大規模整備が

終わったので大幅な減

額になってるのね。

※平成31年3月31日現在

の丹波市人口で算出

次ページにつづく

県立丹波医療センターが７月に開設するのに

あわせて、バス路線が増え、新病院を経由す

る便数も増えるなど、利便性が向上します。

新病院＆ミルネ

アクセスはどうなるの？

デマンド型乗合タクシーの乗継場所の

設置予定は。

課題と考えています。

氷上地域以外の地域からデマンドで、

新病院へ乗り継ぎなしで行くことはで

きないか。

現時点ではできませんが、電車やバス

などの公共交通を補う形で、デマンド

や普通タクシー、福祉タクシーがあり、各交

通手段のバランスを考えながら、利便性向上

に向けて今後も慎重に検討していきます。

問

答

問

答

公共交通バス対策事業

新病院を利用する

市民には、他の地域か

らでも直接乗り入れが

できるよう、デマンド

の運用を検討してほし

いですね。

健康センターミルネ関連事業

市健康センターミルネがいよいよ７月に

オープンします。この施設には、健康診断、

健康相談、予防接種、訪問看護ステーション、

診療所の機能があり、必要に応じて併設さ

れる県立丹波医療センターと連携し、地域

医療を推進されます。

県立病院とミルネの

連携は？

県立病院とミルネ

の使い分けが、市

民の方にはわかりにくい

のでは。

市広報のほか、市

のホームページ「ミ

ルネコラム」などで周知

を図っています。

問

答

県立丹波医療

センターとの連携

で、健診・治療が

一層スムーズに

なります。

予算ガイドはこちら

「ギインの視点」で新年度予算をピックアップしてみました★

とこ

ろで

気に

なる！

必
要
に
応
じ
て
受
診

実
は
３
月
ギ
カ
イ

っ
て
ト
ク
ベ
ツ
！

実
は
３
月
ギ
カ
イ

っ
て
ト
ク
ベ
ツ
！

実
は
３
月
ギ
カ
イ

っ
て
ト
ク
ベ
ツ
！

ギ
ロ
ン
の
論
点

ギ
ロ
ン
の
論
点

審

議

結

果

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

意
見
交
換
会

つ
ぶ
や
き
川
柳

急性期から回復期までの幅広い医療

健診センター・健康相談
予防接種・発達支援

地域包括支援
訪問看護ステーション

診療所ほか

市健康センター
ミルネ 県立丹波医療センター

内科（呼吸器、消化器、循環器、

糖尿病、神経）、外科（消化器、

乳腺、脳神経、整形）、眼科、

耳鼻咽喉科など 26 科目

利便性がアップ！
「柏原駅ー新病院」「山南地域ー新

病院ー柏原」の路線を新たに設置

するほか、従来の路線に新病院へ

の乗り入れが追加されます。

0405

26 億
　8,983
　　万円



0607 06

シティプロモーション

事業の予算額が増加し

ているのはなぜか。

平成 30 年度に予定し

ていた事業を 31 年度

に変更したことや、支援事業

や継続事業を同じく計上した

ためです。

問

これまでの取組みの成果を生かしながら、ター

ゲットイヤーとなる 2019 年度も、「訪れたい」

「交流したい」「買ってみたい」「住んでみたい」

丹波市の実現をめざしてさまざまな事業が展開

されます。

起承転結の「転」の年

これまでの準備を経て、いざ！

防災行政無線整備事業

関連事業を絞っていく

必要があるのではない

か。

１～２年で成果が出る

ものもあれば、時間が

かかるものもあります。支援

事業などは、これまで同様継

続していく予定です。まずは

丹波市の認知度を高めること

が必要と考えます。

シティプロモーション推進事業 問

答
ＪＲ西日本による ICOCA 対応自動改札機の早期

導入をめざし、利便性をあげるため、谷川・柏原・

石生の各駅一時預かり駐車場に ICOCA などの電

子マネーが利用できる料金精算機器が導入され

ます。

福知山線複線化促進対策事業

複線化には

政策転換も必要では？

デジタル化が進められている防災

行政無線設備が、来年４月、いよ

いよ市内全域で完全運用されます。

 
新年度予算をチェック！

白熱した
「議論」で

災害に備え、期待に

応えられる整備を

問

答

答

総事業費約 24 億

円という大きな予算を

投じて整備しているの

だから、雑音の原因を

しっかり究明して

ほしいですね。

丹波市商工会への運営補助と重

複しないか。

本事業は、市の中小企業振興対

策として丹波市商工会に委託す

るものです。中小企業診断士を招き、

起業アドバイスや商品開発、販路開拓

のアイデア提供など、これまで商工会

業務にない部分のビジネスサポートに

取り組みます。

問

答

阪神間などへの通勤

通学で利用している人に

とっては、ICOCA が利用

できる自動改札機の導入に

寄せる期待は大きいでしょ

う。一日も早く実現する

といいですね。

DOCUMENT
な

る

ほ
ど

ドキュメント

３月議会

市内事業者の新たな事業をサポート

するため、コーディネーターやアド

バイザーを設置し、フォローアップ

体制を整えた支援拠点が市商工会に

設置されます。

新たな事業活動をサポート

商工会に支援拠点

温室効果ガス排出削減目標の達成や

災害防止等を図るため、既存事業で

は取り組めなかった森林整備に使わ

れます。

森林を大切にする

新しい税金って？

森林環境譲与税はどんなことに使

われるのか。

市では、経営管理集積林整備事業、

緊急里山林整備事業、森林吸収源

整備事業、林業事業体等活動促進事業な

どを計画しています。

問

答

NHK 大河ドラマ「麒麟がくる」の

放送決定により、明智光秀ゆかり

の黒井城跡の登城者の増加が予想

されることから、遺跡の保護と登

城者の安全確保のための工事が行

われます。

麒麟がくる！

黒井城跡を補修

平成 31 年度から 5 年間の工事

計画になっていますが、放送開始

に間に合うのか。

大河ドラマ決定後、国県との調整

により、まずは登城者の安全確保

と遺構保護等の緊急対策工事を実施し、

以降、年次計画に従い進めます。

問

答

子育て支援事業

保育料の無償化により、教育・保

育ニーズの増大が懸念されます。

病児保育、仕事と子育ての両立支

援などの課題について「丹波市子

ども・子育て会議」で地域実情に

合わせた計画をつくっていきます。

2019 年10 月からいよいよ

保育料無償化へ！

無償化で利用者の増加が予想さ

れます。病児保育の充実は。

保育士の確保が課題であると思

われます。看護師の配置も、５

園から９園に充実を図ります。

問

答

新規起業を支援

する「たんばチャレ

ンジカフェ」機能も

兼ね備えます。

幼保無償化で

子育て世帯の負

担を軽くし

てね。

福知山線の複線化促進に関する主な予算

１．鉄道利用者への補助金　　　　350 万円

２．駅周辺の駐車場利用補助　　　129 万円

３．市島駅・石生駅の券売業務委託料

　　　　　　　　　　　　　　　　615 万円×２

４． たんばイベント実行委員会負担金１００万円

産業サポートセンター（仮称）事業

問

答

問 市内のほかの一時預

かり駐車場の精算機

器の導入予定は。

2020 年度以降、導

入した３駅の状況を見

て検討します。

阪神・淡路大震災の

教訓を生かし、南海　

答

トラフ地震発生時の交通

対策として、複線化を国・

県に働きかけては。

大震災の際に、加古

川線が注目を浴び速

やかに電化された経緯が

あります。非常事態に備え

て活用する観点として、検

討したいと考えています。

既存事業にも補助金が

出され、事業数も多く、市

のブランドが不鮮明との声

も。これまでの取組内容を

十分に精査して、効果的な

事業展開が必要ですね。

実
は
３
月
ギ
カ
イ

っ
て
ト
ク
ベ
ツ
！

実
は
３
月
ギ
カ
イ

っ
て
ト
ク
ベ
ツ
！

実
は
３
月
ギ
カ
イ

っ
て
ト
ク
ベ
ツ
！

ギ
ロ
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点

ギ
ロ
ン
の
論
点

審

議

結

果

コ
コ
が
聞
き
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！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

意
見
交
換
会

つ
ぶ
や
き
川
柳

2019 年度の
プロモーション事業＊観光ウェブサイト＊フリーペーパー＊農業ICT ＆うちゅう教室＊復興スタディツアー　＊市民団体によるシティプロモーション

　事業への支援　ほか

0607

デジタル化した戸別受信機に

「雑音が入る」や「聞き取りづ

らい」などの声があるが。

個別に再点検を行い、受信状

況の改善に努めます。

機器の更新はどのくらいで行

われるのか。

機器の耐用年数は 10 年です

が、適切な維持管理により、

できるだけ長い期間利用できるよう

保守をおこなっていきます。

森林環境譲与税活用事業文化財整備事業

答

問



08

論点！
ココがギロンの
３
月定例会■３月定例会

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
、

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
を

併
設
し
た
「
市
民
プ
ラ
ザ
」
が
、

ゆ
め
タ
ウ
ン
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
設
置
に
伴
い
、
運
用

等
を
示
し
た
条
例
を
可
決
し

ま
し
た
。

市
民
プ
ラ
ザ
が

い
よ
い
よ
10
月
オ
ー
プ
ン

個
人
・
団
体
・
自
治
協
な
ど
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

丹
波
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
、
こ
の
条
例
を
も
と
に
、
す

べ
て
の
人
が
性
別
に
か
か
わ
り

な
く
、
共
に
支
え
合
い
、
職
場
・

家
庭
・
学
校
・
地
域
等
に
参
画

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
市

民
・
事
業
者
・
市
が
一
体
と
な
っ

た
取
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
を

推
進
す
る
条
例
を
可
決

基
本
理
念
や
責
務
な
ど
を
定
め
た

市民プラザでは、ど

んな活動を支援して

もらえるのか。

個人や団体の活動に

関する支援、自治協

支援、コミュニティビジネ

スなどの起業支援も含みま

す。中間支援組織として「つ

なぐ」ことを目的とします。

答

問

答

問
なぜ今のタイミン

グ で 制 定 す る の

か。

以前から調査検討

を重ねてきて、今

回まとまったため議案と

して提案したものです。

性別による差別的扱

いなどについての相

談への対応は。

人権啓発センターで

対応し、関係機関と

連携して必要な支援を行い

ます。

答

問

近
年
、
保
険
税
の
増
額
が
続
い
て
い
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
は
市
民
に
と
っ
て

大
き
な
負
担
と
な
ら
な
い
か
議
論
し
ま

し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
が

増
額
に
な
り
ま
す

医
療
費
等
の
増
額
に
よ
り
負
担
増

問
国保運営協議会から

の答申を受けて保険

税がまた増額されますが、

市で負担しては。

答申では、「増額無

し」「ある程度増額」

「増額」の 3 つの案があり

ました。「増額無し」では

国民健康保険財政調整基金

が短期間で枯渇してしま

い、「増額」では生活への

負担が大きいと考え、「あ

る程度の増額」負担をお願

いすることとしました。

答

住
民
セ
ン
タ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
利
用
、
各
種
証
明
書

の
発
行
な
ど
の
際
に
支
払
う

使
用
料
・
手
数
料
が
見
直
さ

れ
、
来
年
４
月
か
ら
ア
ッ
プ

し
ま
す
。

公
共
施
設
の
使
用
料
、証
明
書

な
ど
の
手
数
料
が
ア
ッ
プ
し
ま
す

利
用
す
る
人
し
な
い
人
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
見
直
し

問
なぜ手数料を値上

げするのか。

各種証明書の発行

には、多くの費用

がかかっています。これ

らのサービスを受ける人

に応分の負担をしていた

だくため、他市町の金額

とも比較し、今回の見直

しとなりました。

答

みんなで

使ってこその施

設です。気軽に立

ち寄り、どんどん

利用しましょう。

くらし
に直結

ゆめタウンの営業

終了後の出入りは

どうなるのか。

ポップアップホー

ル側の出入口が使

用できます。

答

問

■開館時間　午前 10 時～

午後９時 30 分　

■会議室使用料　400 円 /

時間（市外は 800 円）

性の多様性に
対する配慮が必要で
はという意見があり、
定義に「すべての人
が性別にかかわりな

く」と記載され
ました。

組　織　の　こ　と

国保・年金業務が市役所
本庁１階へ変わりました

「丹波市行政組織条例」の改正

健康課が、7 月にオープンす

る市健康センターミルネに移

るにあたり、これまで健康部

（保健センター内）にあった国

保・医療課（主に国民健康保険・

国民年金・後期高齢者医療保

険に関する業務）が、生活環

境部（市役所本庁１階）にか

わりました。これにより、国

保や年金などの申請がひとつ

の窓口で完結できるようにな

り、より便利になります。詳

しくは広報たんば４月号をご

覧ください。

証明書の種類 改正前 改正後

住 民 票

200 円 300 円

印 鑑 証 明

印 鑑 登 録

所 得 証 明

納 税 証 明

主な証明書の手数料

施設の名称 改正前 改正後

柏原住民センター会議室 A 200 210

氷上住民センター大会議室 400 410

青垣住民センター大会議室

300 310
春日住民センター大会議室

山南住民センター集会室

ライフピアいちじま創作実習室

主な施設の使用料（１時間あたり市内料金 / 冷暖房未使用）

ゆめタウンにオープンする市民プラザのイメージ図

プレイルーム 子育て学習センター

会議室①

会議室②

会議室③

男女共同参画
センター

市民活動支援
センター

オープンスペース
ライブラリー・情報コーナー

印刷室相談室

相談室

託児室

トイレ

オープンに

あわせて、氷上子育て

学習センターが、氷上

勤労青少年ホームから

市民プラザ内に

移転します。

実
は
３
月
ギ
カ
イ

っ
て
ト
ク
ベ
ツ
！

実
は
３
月
ギ
カ
イ

っ
て
ト
ク
ベ
ツ
！

実
は
３
月
ギ
カ
イ

っ
て
ト
ク
ベ
ツ
！

ギ
ロ
ン
の
論
点

ギ
ロ
ン
の
論
点

審

議

結

果

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

意
見
交
換
会

つ
ぶ
や
き
川
柳

授乳室
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議
案
の

審
議
結
果 今回も

じっくり審議
しました

特

議　案　名

平
成
31
年
度
当
初
予
算

国民健康保険特別会計直診勘定

介護保険特別会計保険事業勘定

介護保険特別会計サービス事業勘定

訪問看護ステーション特別会計

地方卸売市場特別会計

駐車場特別会計

看護専門学校特別会計

農業共済特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

平
成
30
年
度
補
正
予
算

一般会計（第５号、第６号）

国民健康保険特別会計事業勘定

介護保険特別会計保険事業勘定

介護保険特別会計サービス事業勘定

後期高齢者医療特別会計

看護専門学校特別会計

農業共済特別会計

水道事業会計

下水道事業会計（第４号、第５号）

議　案　名

規
約
の
変
更
に
係
る
協
議

丹波少年自然の家事務組合

兵庫県町議会議員公務災害補償組合

兵庫県市町村職員退職手当組合

篠山市清掃センター運営協議会

議　案　名

条
例
の
制
定

男女共同参画推進条例

市民プラザ条例

市立復興砂防公園条例

条
例
の
改
正

行政組織条例

職員の勤務時間、休暇等に関する条例

職員の給与に関する条例

市立スポーツ施設条例…長尾テニス
コートの廃止によるもの。

市立住民センター条例…老朽化等に
より、市生涯学習施設整備方針で廃
止方針だった青垣住民センター別
館が、平成 30 年７月の西日本豪
雨で損傷し雨漏りが激化したため
廃止されるもの。

税条例等

斎場条例

廃棄物の適正処理、減量及び再利用
に関する条例

災害弔慰金の支給等に関する条例

特別職に属する非常勤の職員の報酬
及び費用弁償に関する条例

市営土地改良事業分担金等徴収条例

市立農村交流施設条例…稲土の施設
を自治会に譲渡し、市の農村交流
施設は笛路地区の施設のみに。

市立交流施設条例

市水道事業布設工事監督者の配置基
準及び資格基準並びに水道技術管理
者の資格基準に関する条例

市立子育て学習センター条例…10
月オープンの市民プラザ内に氷上子
育て学習センターが移転します。

議　案　名

人
事
案
件

教育委員会委員の任命（１年 10 か月）
→横山真弓氏（青垣町口塩久）

人権擁護委員の候補者の推薦
　篠倉敏孝氏（山南町奥）
　瀧本隆章氏（春日町平松）
　木寺郁代氏（市島町上牧）
　藤澤真澄氏（市島町東勅使）

そ
　
の
　
他

市立長尾テニスコートの廃止…災害
で使えなくなっていたテニスコート
を更地にして、地元自治会に返還さ
れるもの。　  

市立農村交流施設稲土市民農園休憩
施設の廃止…稲土自治会に譲渡しま
す（市有財産の譲渡）。

市立徳畑交流施設の廃止

旧慣による市有財産の使用廃止（石生
区自治会）

市有財産の無償譲渡（領町区自治会）

市有財産の無償譲渡（安下自治会）

市有財産の無償譲渡（稲土自治会）

土地の取得（氷上町石生）

農業共済事業事務費賦課総額及び賦
課単価の決定

賛否が分かれた議案と審議結果 

件　　　名 結　果
賛　

成

反　

対

小
川
庄
策

渡
辺
秀
幸

大
西
ひ
ろ
美

近
藤
憲
生

山
名
隆
衛

大
嶋
恵
子

吉
積　

毅

広
田
ま
ゆ
み

小
橋
昭
彦

谷
水
雄
一

垣
内
廣
明

太
田
一
誠

太
田
喜
一
郎

藤
原　

悟

須
原
弥
生

西
脇
秀
隆

西
本
嘉
宏

奥
村
正
行

前
川
豊
市

林　

時
彦

平成 31
年度予算

一般会計→ P ４～ 7 原案可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

国民健康保険特別会計事業勘定 原案可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

後期高齢者医療特別会計 原案可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

条例の
制　定

使用料等の見直しに伴う関係
条例の整備に関する条例制定

原案可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

条例の
改　正

国民健康保険税条例の改正 原案可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

手数料条例の改正 原案可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ‐

請願
75 歳以上の医療費負担の原
則 2 割化に反対する請願

不採択 3 16 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ‐

※○は賛成、●は反対、退は退席、　　は賛成・反対討論を行った議員。委員会と賛否が異なる場合は、委員会採決も掲載しています。

※議長（林時彦）は議事進行を行うため、特別多数議決　  を除き採決には加わりませんが、賛否同数の場合のみ議長も賛否を表明します。

※特別多数議決：重要な公の施設の廃止など、特に重要な議案については過半数または３分の２以上の賛成を必要とし、議長も採決に加わります。

■議案の審議結果

議　案　名
指
定
管
理
者
の
指
定

ミルネ診療所
ミルネ訪問看護ステーション
→管理者：兵庫県（兵庫県病院事業管理者）

協
定
の
締
結

地域医療総合支援センター（仮称）及
び市立看護専門学校建設工事に関する
変更協定
→協定の相手方：兵庫県

（兵庫県病院事業管理者）

新病院等の
オープンに伴い、指定管理

者や協定の締結を兵庫県の病院
事業管理者と取りかわすもので
す。また、「丹波市地域医療総合

支援センター（仮称）及び丹波

市立看護専門学校建設工事」に

ついては、金額が約2億5500

万円減額されます。

※現在の子どもたちにとっても、よい環境で教育を受けられるよう、生

徒数の減少が予想される中、多額の予算が投入されます。

どちらも空き教室があ

るので、既存施設で増

改築をすれば少額の予算で可

能では。

建設費等比較資料のよ

うに、中央公園案は

31 億円、山南中学校案は 19

億５千万円、和田中学校案は

14 億５千万円になります。増

改築の場合、長期的な維持管

理費により高コストになると

も考えられます。

答

問
隣接する工場の配管破

損による水蒸気噴出事

故について、周辺の臭いは軽

微な問題であると言われた。

半年で２回の事故だが、軽い

扱いはいかがか。

解消すべき課題で、軽

微とは考えていません

が、昨年８月の事故とは大き

な差があります。今後、原因

や対応、今後の対策を書面で

提出するよう求めています。

答

問

論点！
ココがギロンの

臨
時
教
育
委
員
会
で

山
南
中
央
公
園
に
決
定

山
南
地
域
統
合
中
学
校
の
建
設
場
所

全員賛成で可決した議案

議　案　名

契
約
の
締
結

青垣学校給食センター厨房機器購入
→契約者：㈱中西製作所神戸営業所
　厨房機器更新に約 6,250 万円

17 年後には、生徒数

が 120 名減り 137 名

になる見込みだが、教育委員

には報告しているのか。

すべての委員が知って

おられますが、人数的

な将来動向についての議論は

ありませんでした。非公開の

協議では、137 名でも２クラ

スは必要、特別支援を含め９

クラスの普通教室が必要であ

ることが話題になりました。

答

問

東西に細長く広がる山南

地域の地形ゆえ、統合中

学校建設場所の決定がむ

ずかしかったのでは。

市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
も
教
育
部
か
ら
統
合

に
関
す
る
協
議
の
状
況

等
に
つ
い
て
の
報
告
を

受
け
、
質
疑
や
議
論
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
３

月
１
日
の
総
務
文
教
常

任
委
員
会
で
、
教
育
委

員
会
か
ら
「
3
月
2
日

の
臨
時
教
育
委
員
会
で

場
所
を
決
定
す
る
」
と

の
報
告
を
受
け
、
3
月

6
日
以
降
に
先
送
り
す

る
よ
う
口
頭
で
申
し
入

れ
ま
し
た
が
、「
一
日
も

早
く
位
置
を
決
め
る
必

要
が
あ
る
」
と
の
考
え

か
ら
「
山
南
中
央
公
園
」

に
決
定
し
た
と
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

中央公園
（統合中学校）

山南中学校 和田中学校

Ｈ 30 生徒数 254 人 153 人 101 人

Ｈ 40 生徒数 231 人 139 人 92 人

校舎建築年 —
北校舎Ｓ 59
南校舎Ｓ 63

Ｓ 59

不足教室数 — 普通１特別１ 普通４特別１

学校施設整備費 31 億円 19 億５千万円 14 億５千万円

■建設費等比較資料（抜粋）

山南中学校

山南中央公園

和田中学校
久下
地区

小川
地区

和田
地区

上久下
地区

柏原地域

氷上地域

整備費だけを比較す

ると大きな差があり

ますが、新設の場合

は国からの補助金

が多いので、今後、

議会でもしっかり

チェックしていきま

す。

実
は
３
月
ギ
カ
イ

っ
て
ト
ク
ベ
ツ
！

実
は
３
月
ギ
カ
イ

っ
て
ト
ク
ベ
ツ
！

実
は
３
月
ギ
カ
イ

っ
て
ト
ク
ベ
ツ
！

ギ
ロ
ン
の
論
点

ギ
ロ
ン
の
論
点

審

議

結

果

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

意
見
交
換
会

つ
ぶ
や
き
川
柳

「賛否が分かれた議案と審議結果」は右ページに掲載

ミルネに関する議案

予算に関する議案

■東西に広がる山南地域

1011

特

特

特

篠山市から丹波篠山市へ
の市名変更に係る４つの議案

特



ココが聞きたい！一般質問
一般質問は、議員個人が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直

接求めることができる唯一の機会です。今回は、16人が、私たちの生活にかか

わることについて質問や提言をしました。

テーマは自由

質問する内容は、議案

とは関係なく議員が自

由に決め、「通告書」に

書いて締切日までに提

出します。

制限時間は60分

一人あたりの制限時間

は、市からの答弁も含

め 60 分です。

ホームページに
質問項目を掲載

質問項目は、事前にホー

ムページに掲載。また、

傍聴者には、質問要旨

をお渡ししています。

   一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

今回は

５会派の代表質問

と、11人の議員の

一般質問を行い

ました！

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

■一般質問

成
31
年
度
か
ら
審
議
会
で

協
議
を
は
じ
め
ま
す
。

「
市
立
学
校
適
正
規
模
・

適
正
配
置
基
本
方
針
」
の

見
直
し
は

策
定
後
10
年
に
な
る

「
適
正
規
模
・
適
正
配

置
基
本
方
針
」
を
ど
の
よ

う
に
見
直
し
ま
す
か
。

学
級
数
も
現
行
の
規

模
を
満
た
さ
な
い
小

中
学
校
が
増
え
、
小
規
模

化
も
進
ん
で
お
り
、
ま
た
、

「
教
育
を
考
え
る
会
」
の
設

置
基
準
も
校
舎
改
修
や
小

規
模
化
の
速
度
が
地
域
に

よ
っ
て
違
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
整
理
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
統
廃
合
を
進
め

よ
う
と
義
務
教
育
学

校
を
導
入
す
る
の
で
す
か
。

現
時
点
で
は
導
入
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

「
改
正
水
道
法
」
の

「
民
営
化
」
は
大
き
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。
丹
波

市
で
は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

ま
た
、
県
下
４
番
目
に
高

い
水
道
料
金
の
引
下
げ
を

検
討
す
る
べ
き
と
思
い
ま

す
が
ど
う
で
す
か
。

民
営
化
で
な
く
運
営

を
民
間
業
者
に
委
ね

る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式

は
本
市
で
は
導
入
困
難
で

す
。
ま
た
、
水
道
料
金
は
、

料
金
体
系
の
見
直
し
を
平

「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
導
入
は
困
難
で
す
。
水

道
料
金
体
系
の
見
直
し
を
検
討
。

市
民
の
誇
り
を
目
標
に
取
組
み
を

答

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
市
民
と
協
働
で

ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
ま
す
。

答問

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
は
地
域
資
源

に
根
差
し
た
取
組
み
に
重

点
を
置
く
な
ど
し
て
、
市

民
が
自
分
の
ま
ち
へ
の
誇

り
を
高
め
ら
れ
た
か
ど
う

か
を
成
果
指
標
に
す
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
民
が
誇
り
を
高
め

る
成
果
指
標
は
大
変

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
時
点
で
は
観
光
入
込
客

や
移
住
人
口
な
ど
、
現
在

使
用
し
て
い
る
指
標
を
用

持続可能な開発目標（SDGs）ロゴマーク

答 問

答

い
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
成
長
、

実
着
な
発
展
を
め
ざ
し
、

ご
提
案
の
指
標
は
そ
の
先

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

国
連
の
目
標
を
市
政
に

国
連
で
採
択
さ
れ
日

本
政
府
も
取
組
み
を

進
め
て
い
る
「
持
続
可
能

な
開
発
目
標
」
を
丹
波
市

で
も
取
り
入
れ
て
は
。

モ
デ
ル
都
市
と
し
て

選
定
さ
れ
れ
ば
事
業

予
算
が
つ
く
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
は
理

解
し
て
い
ま
す
。
丹
波
市

答 問

問答

水
道
「
民
営
化
」
と
料
金
引
下
げ
は

 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
よ
る
具
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
は

エ
コ
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
化
や
拠
点
へ
の

移
住
誘
導
、
ま
た
、
公
共

交
通
を
軸
と
し
た
拠
点
整

備
や
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

の
考
え
は
。

一
定
の
都
市
機
能
の

集
積
を
め
ざ
す
広
域

拠
点
・
副
拠
点
と
地
域
単

位
で
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
日

常
生
活
圏
の
形
成
を
め
ざ

し
ま
す
が
、
移
住
誘
導
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
公
共

交
通
の
結
節
点
や
路
線
を

意
識
し
た
都
市
機
能
配
置

を
行
う
な
ど
、
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

ル
ー
ト
案
の
決
定
が
遅
れ

て
い
ま
す
。
地
元
説
明
を

早
く
で
き
る
様
努
め
ま
す
。 

補
助
金
の
見
直
し
が
必
要

財
政
見
通
し
を
見
る

と
補
助
金
の
在
り
方

の
見
直
し
を
す
べ
き
で
は
。

各
種
施
策
の
補
助
金

等
は
特
に
平
成
32
年

以
降
の
予
算
編
成
は
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
、
検
討
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

研
修
が
形
だ
け
で
は

若
い
職
員
の
退
職
や

補
助
金
不
正
、
文
書

書
き
換
え
等
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
へ
の
取
組
み
が
形
骸

化
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

職
場
風
土
改
善
に
再

度
気
を
引
き
締
め
る

よ
う
な
き
っ
か
け
づ
く
り

を
し
ま
す
。

施
政
方
針
で
新
病
院

開
院
に
合
わ
せ
周
辺

道
路
を
整
備
と
あ
り
ま
し

た
が
東
西
道
路
等
整
備
は

委
員
会
で
遅
れ
て
い
る
と

説
明
を
受
け
て
い
ま
す
が
。

可
能
な
限
り
努
力
を

し
て
い
く
と
い
う
意

味
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。
若
干
誤
解
を
与
え
る

言
い
回
し
で
し
た
。
東
西

道
路
は
、
農
振
、
踏
切
、

排
水
等
の
課
題
を
県
、
Ｊ

Ｒ
等
と
協
議
し
て
お
り
、

施
政
方
針
か
ら
人
口

減
少
の
か
か
え
る
課

題
は
。ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
や
自
治
協
議
会
の

あ
り
方
懇
話
会
を
踏
ま
え

た
「
第
２
次
丹
波
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
」
を
、

め
ざ
す
べ
き
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
と
し
て
示
し
ま
す
。

財
政
運
営
と
主
要
施

策
と
の
整
合
性
は
。

持
続
可
能
な
財
源
の

確
立
、
効
率
的
・
効

果
的
な
行
政
体
制
の
整
備
、

経
営
資
源
の
有
効
活
用
、

多
様
な
子
育
て
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
と
し
て
、

丹
波
の
自
然
・
森
を
活
用

し
た
森
の
幼
稚
園
や
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
推

進
や
支
援
の
考
え
は
。

で
き
る
限
り
多
様
な

教
育
環
境
を
提
供
し
、

子
ど
も
た
ち
が
、
夢
や
希

望
を
抱
く
教
育
を
市
民
総

が
か
り
で
展
開
し
、
子
ど

も
た
ち
の
多
様
な
学
び
を

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

答 問

答

問

問答

問

4
つ
の
基
本
目
標
を

推
進
し
、
丹
波
の
森

と
農
を
活
か
し
、
人
と
自

然
が
共
生
す
る
源
流
の
ま

ち
を
考
え
な
が
ら
施
策
を

す
す
め
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
制
度　

 

の
導
入

は
。

対
象
と
な
る
事
業
と

Ｃ
Ｏ
2
排
出
枠
を
直

接
取
引
す
る
も
の
が
あ
り
、

地
域
間
交
流
も
可
能
と
間

考
え
ま
す
。

答

問

新
病
院
周
辺
道
路
整
備
の
進
捗
は

施
政
運
営
の
基
本
的
な
心
構
え
と
は

学
校
給
食
で
の
地
産
地
消
の
推
進
を

自然の中で子どもたちの感性を育む
「森の幼稚園」

問

答

答

答

新
た
な
生
産
流
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

た
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

東
西
道
路
等
提
示
す
る
ル
ー
ト
案
が
決
定
で

き
ず
進
捗
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

互
い
に
認
め
合
う
寛
容
性
と
多
様
性
が
享
受

す
る
環
境
を
考
え
ま
す
。

答

答

藤 原 　 悟 議 員

太 田 一 誠 議 員

新風クラブ

丹　新　会

日本共産党議員団

公　明　党

丹波クラブ

代表

代表

代表

代表

代表

西 本 嘉 宏 議 員
に し も と よ し ひ ろ

ふ じ わ ら 　 　 さとる

奥 村 正 行 議 員
お く む ら ま さ ゆ き

お お た い っ せ い

こ   ば し あ き ひ こ

小 橋 昭 彦 議 員

問答

答 問

が
め
ざ
そ
う
と
し
て

い
る
地
方
創
生
の
考

え
方
に
も
合
致
し
ま

す
。
総
合
計
画
、
総

合
戦
略
等
へ
の
指
標

の
採
用
に
つ
い
て

は
、
今
後
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

問答問

答

カーボンオフセット制度：生活の中で発生し、減らすことのできないカーボン（Co2）を別の取組みで減らそうとすること（オフセット＝相殺、埋め合わせ）。
カイ

　　　セツ　　

東西線ルート予定地域

自
主
財
源
の
確
保
に

つ
い
て
、
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て

実
施
し
ま
す
。

め
ざ
す
第
２
次

丹
波
市
環
境
基

本
計
画
は
。

丹波市施政方針

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

小
橋
昭
彦

西
本
嘉
宏

藤
原

悟

奥
村
正
行

太
田
一
誠

渡
辺
秀
幸

近
藤
憲
生

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

広
田
ま
ゆ
み

須
原
弥
生

谷
水
雄
一

吉
積

毅

前
川
豊
市

小
川
庄
策

太
田
喜
一
郎

氷上南浄水場

すべての質問項目は
市議会ホームページ
をご覧ください。

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。1213



■一般質問
■一般質問

市
地
域
防
災
計
画
の

「
物
資
等
の
供
給
に
関

す
る
協
定
」
で
締
結
し
た

協
定
先
か
ら
、
必
要
に
応

じ
て
液
体
ミ
ル
ク
を
確
保

で
き
ま
せ
ん
か
。

国
産
の
液
体
ミ
ル
ク

の
販
売
に
伴
い
、
製

造
メ
ー
カ
ー
と
協
定
事
業

者
の
供
給
体
制
で
確
保
で

き
る
か
確
認
し
、
検
討
を

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
拡
充

を

利
用
数
が
増
え
て
い

る
、
丹
波
市
子
ど
も
・

若
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

(

居
場
所)

の
相
談
員
の
増

員
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
取

組
み
を
。
ま
た
、
各
支
援

団
体
、
機
関
が
連
携
で
き

る
体
制
の
構
築
と
、
ひ
き

こ
も
り
の
方
の
実
態
把
握

番
通
報
し
な
い
と
い
う
選

択
肢
も
出
て
く
る
の
で
は

と
考
え
ま
す
。
今
後
の
課

題
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

社
会
や
医
療
従
事
者

側
の
流
れ
も
今
後
そ

う
な
り
つ
つ
あ
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。
救
急
隊
の

活
動
も
、
そ
う
な
っ
た
と

き
に
は
遅
れ
を
と
ら
ず
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
、
勉

強
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

救
急
隊
の
活
動
の
実

態
は
。

救
急
件
数
は
、
平
成

30
年
は
３
，
２
１
９

件
と
過
去
最
高
と
な
っ
て

い
ま
す
。
心
肺
蘇
生
を
実

施
し
た
件
数
は
81
件
で
す
。

心
肺
蘇
生
を
拒
否
さ

れ
る
場
合
が
あ
る
事

を
聞
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｃ
Ｐ

(

ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ)

は
、
本
人
の

意
思
を
最
大
限
尊
重
す
る

た
め
に
、
事
前
に
本
人
の

意
思(

医
療
・
ケ
ア
の
方
針

や
、
ど
の
よ
う
な
生
き
方

を
望
む
の
か
等)

を
日
頃

か
ら
家
族
・
ケ
ア
チ
ー
ム

と
、
繰
り
返
し
話
し
合
い

記
録
に
残
し
て
い
く
事
で

す
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
が
広
く
認
知

さ
れ
る
こ
と
で
、
本
人
の

意
思
を
尊
重
し
て
１
１
９

今
、
全
国
の
自
治
体

で
国
保
税
の
負
担
が

重
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
国
保
税
は
、

低
所
得
者
が
多
い
、
高
齢

者
が
多
い
な
ど
構
造
的
な

問
題
を
も
っ
て
い
ま
す
。

全
国
知
事
会
、
全
国
市
長

会
な
ど
は
、
政
府
に
さ
ら

な
る
財
政
支
援
を
要
請
し

て
い
ま
す
。
丹
波
市
で
は

国
保
税
引
下
げ
は
で
き
な

い
の
で
す
か
。

県
市
長
会
な
ど
で
、

国
保
会
計
へ
の
政
府

の
さ
ら
な
る
財
政
支
援
を

要
望
し
て
い
き
ま
す
。
し

か
し
、
丹
波
市
の
数
年
後

の
国
保
会
計
を
考
え
る
と
、

来
年
度
小
幅
な
引
上
げ
を

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

国
保
税
の
均
等
割
額

（
人
数
割
）
を
軽
減
す

る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
検
討
が
必
要
で
は

な
い
で
す
か
。
子
ど
も
が

多
い
ほ
ど
負
担
が
重
い
の

は
子
育
て
施
策
に
逆
行
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
す

か
。

国
保
税
の
均
等
割
額

軽
減
に
つ
い
て
は
、

今
後
慎
重
に
判
断
し
て
い

き
ま
す
。

答 問

問

答 問

を
。

居
場
所
に
つ
い
て
は
、

今
後
利
用
者
が
急
増

す
れ
ば
、
増
員
は
検
討
し

ま
す
。
相
談
員
は
、
専
門

的
な
研
修
等
に
参
加
し
て

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
ま
す
。
支
援
団
体
や
機

関
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

意
見
交
換
を
行
っ
て
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
実

態
把
握
は
、
今
後
の
課
題

と
捉
え
て
い
ま
す
。

 

阪
神
丹
波
地
域
の
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
協
議
会
の
動
向
を
待
ち
た
い
。

医
療
費
が
増
加
す
る
中
で
は
国
保
税
を

引
き
上
げ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

負担の重い国民健康保険税

Ａ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
、
救
急
隊
の
見
解
は

重
い
負
担
の
国
保
税
の
引
下
げ
を

災
害
時
に
液
体
ミ
ル
ク
の
確
保
を

市
と
締
結
し
た
協
定
先
か
ら
供
給
で
き
る
か

確
認
し
、
検
討
し
ま
す
。

答

答

答答

答

問

答

問

答

問

年間 3,000 件以上の救急活動を行う市消防本部

つ
か
さ
グ
ル
ー
プ
い

ち
じ
ま
球
場
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
料
は
、
具

体
的
に
ど
の
様
な
競
技
環

境
整
備
に
使
用
し
ま
す
か
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
内
野

部
分
の
補
修
計
画
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
次
年

度
以
降
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
全

面
改
良
や
ス
コ
ア
ボ
ー
ド

の
更
新
な
ど
、
女
子
高
校

野
球
の
聖
地
と
し
て
、
競

技
・
観
戦
環
境
の
向
上
に

つ
な
が
る
活
用
策
を
検
討

し
ま
す
。

有
機
農
業
を
学
ぶ

「
農
の
学
校
」
の
進
捗

状
況
と
、
募
集
中
で

の
反
響
を
ど
の
様
に
考
察

さ
れ
ま
す
か
。

４
月
の
開
校
に
向
け

準
備
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
運
営
体
制
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
も
決
ま
り
、
農

業
次
世
代
人
材
投
資
資
金

の
対
象
と
な
る
研
修
機
関

と
し
て
、
県
の
認
定
を
受

け
ま
し
た
。
現
時
点
の
受

講
申
込
数
は
男
性
13
名
女

性
１
名
で
す
。
今
期
は
定

員
を
満
た
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
潜
在
的
な
受

講
希
望
者
に
的
を
絞
っ
た

広
報
を
行
う
こ
と
で
、
丹

波
市
の
地
域
農
業
の
担
い

手
と
な
る
受
講
生
の
確
保

に
つ
な
げ
ま
す
。

丹
波
市
観
光
の
将
来
像
に
つ
い
て

「
麒
麟
が
く
る
」
に
ち
な
ん
だ
近
隣
連
携
は

女
子
高
校
野
球
に
少
年
・
少
女
観
戦
を

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
よ
る
交
通
手
段
の
支
援

で
大
会
に
来
場
し
や
す
く
し
ま
す
。

答

丹
波
市
を
拠
点
と
し
、
利
便
性
の
高
い
「
都

会
に
近
い
田
舎
」
を
広
報
し
ま
す
。

答

答

関
係
市
町
共
同
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
共
同
し
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

近
隣
市
町
と
の
連
携

と
観
光
、
産
物
の
全

国
ア
ピ
ー
ル
の
取
組
み
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

大
河
ド
ラ
マ
の
放
映

で
、
こ
の
地
域
に
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
事

を
想
定
し
、
10
月
に
行
う

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
９
」
等

に
共
同
し
て
こ
の
地
域
の

産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

問

問

宿
泊
観
光
客
増
加
に

向
け
た
施
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
ま
す
か
。

田
舎
ら
し
い
食
事
や

農
業
体
験
な
ど
が
で

き
る
農
泊
や
古
民
家
活
用

の
宿
泊
施
設
の
整
備
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
民
間
事
業
者
が
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
里
を
候
補
地

と
し
て
ホ
テ
ル
建
設
に
関

心
を
示
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
動
き
に
も
注
視

し
ま
す
。

丹
波
市
な
ら
で
は
の

お
も
て
な
し
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
ま
す
か
。

市
民
お
も
て
な
し
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
と
と

も
に
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
の
支
援
や

観
光
協
会
職
員
研
修
の
実

施
な
ど
、
お
も
て
な
し
向

定
住
自
立
圏
構
想
に

つ
い
て
、
ど
の
様
な

見
解
を
お
持
ち
で
す
か

兵
庫
県
内
で
は
５
か

所
の
定
住
自
立
圏
が

あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
平

成
29
年
度
か
ら
福
知
山
市
、

朝
来
市
と
の
三
市
連
携
に

向
け
た
協
議
を
行
い
、
地

方
創
生
推
進
交
付
金
を
活

用
し
た
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

連
携
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
想
に

向
け
た
協
議
、
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

答

問

答 問

答 問

答問

「麒麟がくる」ゆかりのツーリ
ズムマップ・表紙

答

上
の
取
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

答

渡 辺 秀 幸  議 員
わ た な べ ひ で ゆ き

山 名 隆 衛 議 員
や ま な た か え い

西 脇 秀 隆 議 員
に し わ き ひ で た か

広田まゆみ議員
ひ ろ た

す は ら  や よ い

須 原 弥 生 議 員

問答

災害時の救援物資に液体ミルクを !

お
も
て
な
し
隊
員
と

し
て
市
内
の
高
校
生

48
名
を
募
集
し
「
Ｔ
Ｍ
Ｂ

48
」
な
ど
の
名
称
で
高
校

生
に
観
光
案
内
役
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
は
。

観
光
協
会
や
各
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
指
導
も
必
要
か
と
思

い
ま
す
し
、
学
校
の
お
考

え
も
あ
る
の
で
、
調
整
し

な
が
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。 近 藤 憲 生 議 員

こ ん ど う の り お

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

小
橋
昭
彦

西
本
嘉
宏

藤
原

悟

奥
村
正
行

太
田
一
誠

渡
辺
秀
幸

近
藤
憲
生

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

広
田
ま
ゆ
み

須
原
弥
生

谷
水
雄
一

吉
積

毅

前
川
豊
市

小
川
庄
策

太
田
喜
一
郎

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。 ＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。1415

おもてなし
の心でご案
内します



現
在
の
丹
波
市
地
域

福
祉
活
動
促
進
計
画 

に
は
、
隣
保
館
事
業
が
入
っ

て
い
ま
せ
ん
。
社
会
福
祉

法
に
も
位
置
付
け
が
あ
る

隣
保
館
事
業
を
入
れ
る
べ

き
と
思
い
ま
す
。

「
隣
保
館
」
の
取
扱
い

で
す
が
、
社
会
福
祉

法
に
も
地
域
住
民
と
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者

を
あ
わ
せ
て
「
地
域
住
民

等
」
と
し
、
そ
の
「
地
域

住
民
等
」
は
相
互
に
協
力

し
地
域
福
祉
を
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
「
地
域

住
民
等
」
の
中
に
は
「
隣

保
館
」
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、
市
の
地
域
福
祉

計
画
の
中
に
隣
保
館
事
業

を
入
れ
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

計
画
策
定
委
員
に
つ

い
て
、
人
権
教
育
推

進
の
立
場
か
ら
の
委
員
も

選
出
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

委
員
に
は
、
様
々
な

分
野
か
ら
選
出
し
計

画
全
般
に
わ
た
り
審
議
す

る
事
が
で
き
る
委
員
構
成

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答 問

答 問
丹波市地域福祉活動促
進計画（概要版）

ま え か わ と よ い ち

前 川 豊 市 議 員

地
域
福
祉
計
画
に
隣
保
館
事
業
を

社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
入
れ
て
い
き
ま
す
。

答

■一般質問

武
家
屋
敷
田
原
邸
は

市
が
購
入
し
、
改
修

や
運
営
は
民
間
が
行
っ
て

は
ど
う
で
す
か
。

市
が
購
入
し
、
整
備

運
営
は
民
間
が
す
る

案
も
考
え
て
い
ま
す
。

柏
原
支
所
の
東
庁
舎

移
転
は
、
住
民
セ
ン

タ
ー
も
視
野
に
再
考
し
て

は
ど
う
で
す
か
。

柏
原
支
所
庁
舎
等
利

活
用
基
本
計
画
を
確

認
し
、
検
討
し
ま
す
。

答

答

柏
原
支
所
の
ホ
テ
ル

化
で
2
室
か
ら
5
室

へ
変
更
す
る
意
見
が
あ
り

ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

議
会
の
意
見
も
踏
ま

え
検
討
し
ま
す
。

医
療
を
通
じ
た
産
業
振
興

の
強
化
充
実
は

春
日
町
歌
道
谷
の
多

目
的
用
地
 　

を
医

療
関
係
の
特
区
と
し
て
工

業
団
地
化
で
き
ま
せ
ん
か
。

企
業
誘
致
は
公
約
で

も
あ
り
、
新
年
度
に

検
討
し
ま
す
。

姉
妹
都
市
提
携
に
つ
い
て

今
後
の
経
済
交
流
は
。

民
と
民
の
交
流
を
活

性
化
さ
せ
る
訪
問
団

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
オ
ー
バ
ン
市
の
イ

ン
キ
ュ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
施

設　

 

は
研
究
し
ま
す
。　
　

 

答 問

答 問

公
の
廃
止
施
設
の
利

活
用
で
、
地
域
の
ク

ラ
ブ
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活

動
へ
の
柔
軟
な
対
応
は
。

旧
神
楽
小
学
校
で
は
、

進
出
さ
れ
た
企
業
が

教
室
の
一
部
を
地
域
の
団

体
に
開
放
さ
れ
る
予
定
で

す
。
企
業
の
理
解
・
協
力

を
い
た
だ
き
柔
軟
な
対
応

で
取
り
組
み
ま
す
。

Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
に
つ
い
て

6
月
か
ら
運
用
予
定

の
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
（
聴
覚
・
言
語
機
能
障

が
い
の
方
が
緊
急
通
報
を

行
え
る
シ
ス
テ
ム
）
と
丹

波
市
医
療
介
護
シ
ス
テ
ム

と
の
連
携
、
更
な
る
利
用

者
拡
大
へ
の
検
討
は
。

先
ず
は
全
国
画
一
シ

ス
テ
ム
の
整
備
に
取

り
組
み
、
運
用
開
始
以
降

答 問

地
域
づ
く
り
交
付
金
や
活
動
拠
点
整
備
へ
の

県
支
援
制
度
等
を
活
用
く
だ
さ
い
。

ス
キ
ー
ム　

 

の
変
更
も
視
野
に
検
討
し
6
月
に

補
正
予
算
を
上
程
し
実
施
し
ま
す
。

廃
校
舎
等
の
地
域
利
活
用
へ
の
支
援
は

柏
原
支
所
ホ
テ
ル
化
の
今
後
の
展
開
は

歴史的価値のある武家屋敷田原邸

答

た に み ず ゆ う い ち

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
特
定
用
途

制
限
地
域
の
設
定
と
地
域

内
の
内
水
対
策
に
つ
い
て
。

「
地
域
環
境
の
保
全

と
活
性
化
を
両
立
す

る
た
め
の
、
無
秩
序
な
開

発
の
防
止
と
計
画
的
な
土

地
利
用
の
推
進
」
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
。
全
国
一

律
の
「
用
途
地
域
」
と
は

異
な
り
、
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
規
制
を
行
う
こ
と

で
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

実
現
し
て
い
き
ま
す
。
今

後
、
特
定
用
途
制
限
地
域

の
拡
大
な
ど
も
視
野
に
次

問 特
定
用
途
制
限
地
域
と
経
済
活
性
化

期
計
画
の
検
討
に
取
り
掛

か
り
ま
す
。
ま
た
、
内
水

対
策
で
は
、
丹
波
市
の
経

済
が
失
速
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
環
境
保
全
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、
国
や

県
に
あ
る
補
助
事
業
も
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

独
鈷
の
滝
観
光
整
備

市
の
観
光
施
策
に
お

い
て
被
災
し
た
観
光

地
整
備
の
考
え
は
。

地
元
と
十
分
協
議
し
、

魅
力
向
上
に
向
け
た

施
策
の
展
開
に
つ
な
げ
、

丹
波
市
観
光
施
設
整
備
事

丹
波
市
経
済
活
性
化
と
環
境
保
全
の
関
係
は

バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め
て
い
き
た
い
。

丹波市特定用途制限地域

太田喜一郎議員
お お  た   き い ち ろ う

小 川 庄 策 議 員
お  が わ  しょう さ く

谷 水 雄 一 議 員

答 問

答 問答 問

廃校舎の利活用が望まれている旧遠阪
小学校

3.5
ha

スキーム：計画を伴う枠組み。

インキューベーション施設：起業や創業のために活動する入居者を支援する施設。

答

問答全
国
の
状
況
を
参
考
に
し
、

活
用
範
囲
拡
大
へ
の
可
能

性
を
検
討
し
ま
す
。

総
合
治
水
対
策
に
つ
い
て

樋
門
閉
鎖
後
、
冠
水
・

通
行
止
め
と
な
る
市

道
の
排
水
対
策
は
。

丹
波
市
道
路
整
備
計

画
に
よ
り
、
特
に
市

道
特
17
号
線
は
、
道
路
改

良
事
業
と
連
携
し
、
道
路

計
画
と
合
わ
せ
た
排
水
対

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

答 問

答 問

答

吉 積 　 毅 議 員
よ し づ み 　 　 つよし

新
病
院
群
を
積
極
的

に
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
、
医
療
介
護
情
報
連

携
シ
ス
テ
ム
の
推
進
や
、

市
内
企
業
と
の
連
携
が
重

要
で
は
。
ま
た
、
丹
波
版

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ　

 

を
め
ざ
し
て

は
。

薬
の
情
報
を
管
理
し
、

多
剤
重
複
服
用
に
よ

る
健
康
被
害
か
ら
守
る
等
、

丹
波
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
取
り

組
み
を
周
知
啓
発
し
て
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
市
内

問答

企
業
に
は
受
注
機
会
の
拡

大
を
、
県
を
は
じ
め
各
方

面
に
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
、
新
病

院
を
核
と
し
て
夢
の
あ
る

取
組
み
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

市
水
道
事
業
経
営
戦
略
は

中
央
・
山
南
・
市
島

の
１
事
業
へ
の
統

合
、
上
下
水
道
部
の
統
合
、

広
域
的
な
連
携
の
考
え
は
。

水
融
通
が
図
れ
る
強

靭
な
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
め
ざ
し
、
施
設
の
統

廃
合
も
勘
案
し
な
が
ら
進

め
ま
す
。
篠
山
市
と
は
意

見
交
換
を
行
い
調
査
研
究

し
て
い
ま
す
。
西
脇
市
・

多
可
町
と
は
、
31
年
度
に

意
見
交
換
す
る
予
定
で
す
。

32
年
を
目
標
に
下
水
道
課

と
の
合
併
を
め
ざ
し
ま
す
。

市
民
に
親
し
ま
れ
る
施
設
群
に
す
る
た
め
、

県
へ
提
案
を
伝
え
て
み
ま
す
。

問答

オープンはもうすぐ！新病院施設群

新
病
院
群
に
名
称
の
提
案
が
必
要
で
は

ＣＣＲＣ：健康な時に地方移住して、その地域で継続的に医療介護サービスを受けいれられる生涯活躍のまち。

業
補
助
金
を
活
用

い
た
だ
き
ハ
ー
ド

整
備
の
充
実
が
図

れ
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

805たんば で 

市議会情報発信中！

「ギカイ・ステーション」
       　　　　　　　で
　　　　　  議会をもっと
　　　　　  身近に☆

毎週火曜日午後９時～
　※再放送は土曜日の

午後２時 30 分～

４月～６月の 放 送 日

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

小
橋
昭
彦

西
本
嘉
宏

藤
原

悟

奥
村
正
行

太
田
一
誠

渡
辺
秀
幸

近
藤
憲
生

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

広
田
ま
ゆ
み

須
原
弥
生

谷
水
雄
一

吉
積

毅

前
川
豊
市

小
川
庄
策

太
田
喜
一
郎

 　　  
　　
　
　　
　

会　派　名 議　員　名

創　生　会  近藤憲生　渡辺秀幸　大西ひろ美　山名隆衛

丹　新　会  小橋昭彦　大嶋恵子　吉積　毅　広田まゆみ　谷水雄一

新風クラブ  垣内廣明　太田一誠　太田喜一郎

公　明　党  藤原　悟 須原弥生

日本共産党議員団  西本嘉宏　西脇秀隆

丹波クラブ  奥村正行　前川豊市

無　会　派  小川庄策　林　時彦

会派構成が変わりました新しい会
派が誕生

会　派　名 議　員　名

日本共産党議員団  西本嘉宏　西脇秀隆

公　明　党  藤原　悟　須原弥生

丹波クラブ  奥村正行　前川豊市

新風クラブ  太田一誠　垣内廣明　太田喜一郎

丹　新　会  小橋昭彦　大嶋恵子　吉積　毅　広田まゆみ　谷水雄一

創　生　会  近藤憲生　渡辺秀幸　大西ひろ美　山名隆衛

無　会　派  小川庄策　林　時彦

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

■一般質問

（平成 31 年３月 25 日～）

1617 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊創生会は、新会派として設立

カイ

　　　セツ　　

カイ

　　　セツ　　
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Information

市議会議員のつぶやきを川柳に…

第 2 回読モ

アイデア☆

市
議
会
の　

議
論
真
剣

　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
と
共
生

 
し
ぎ
か
い　　  　
　
　 
ぎ
ろ
ん
し
ん
け
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
み
ん　

き
ょ
う
せ
い

今月の一句

市議会
つぶやき
川柳

当
初
予
算　

期
待
膨
ら
む　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
の
施
策

と
う
し
ょ
よ
さ
ん　
　
　

き
た
い
ふ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し　
　
　

せ
さ
く

「
た
ん
ば
り
ん
ぐ
」
い
つ
も
楽
し
み
に
拝
見
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
丹
波
市
民
の
た
め
に
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。
丹
波
野
山
奥
（
青
垣
地
域
60
代
）

私
た
ち
が
選
ん
だ
議
員
の
真
剣
に
議
論
さ
れ
て
い
る

様
子
、
感
銘
い
た
し
ま
し
た
。
市
民
の
た
め
に
一
層

の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
一
色
睦
雄
（
市
島
地
域
80
代
）

相
槌
を　

打
ち
つ
つ

　
　
　
　

ネ
ッ
ト
中
継
み
る

あ
い
づ
ち　
　
　
　
　

う　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ゅ
う
け
い

あなたの作品で紙面を飾りませんか？　

「たんばりんぐ」では、みなさんからの「市議会つぶやき川柳」

を募集しています。「議会」をお題に五七五の17文字で表現し、

議会事務局までお送りください。紙面で紹介された方には、オリ

ジナルボールペンをプレゼント。ご応募お待ちしています☆

［応募方法］郵便番号、住所、氏名、年齢、たんばりんぐの感想をご記
入の上、郵送またはファックス、メールで議会事務局までお送りくだ
さい（宛先はたんばりんぐ裏面に掲載）。ペンネーム・匿名可。

←ホームページか
らの応募はコチラ

＊上記の日程は変更になる場合があります。最

新の情報はホームページなどでご確認ください。

次は

５月末からはじ

まります。ぜひ傍

　　聴にお越し

　　ください。

日 曜日 内　　容 開会時間

5/31 金 本会議（議案提案） 9：30

6/6 木 本会議（一般質問） 9：00

6/7 金 本会議（一般質問） 9：00

6/10 月 本会議（一般質問） 9：00

6/14 金 本会議（議案質疑・委員会付託） 9：30

6/18 火 総務文教常任委員会 9：30

6/19 水 民生産建常任委員会 9：30

6/20 木 予算決算常任委員会 9：30

6/26 水 本会議（議案の採決） 9：30

6月
定例会

　3 月定例会を傍聴しました！

「約２年ぶりに傍聴に来ました。議場

に入ると緊張の中で会議が行われてい

る事が傍聴席まで伝わってきました。

質問内容にもよりますが 、自分たち

の住む地域の質問に入ると 市長の答

弁、議員の質問の一言一言が、自分の

事のように感じました。」

足立昇三郎さん（氷上地域 / 写真中央）

このまちの「あした」がみえてくる。

議会傍聴に
お越しください

地 域
傍聴用資料は
役に立ったか

傍聴者アンケートの結果　（１月～３月分 / 回答数 15）

QQ

＊議員のみなさんが、聞きたい事、それ以上のことを聞いて
いただけました。これからも議論をお願いします。
＊丹波市全体の重要課題について、さまざまな研究・討論を
すべき。指摘型の討論ではなく、提案型の討論を。
＊中学校統合は、コスト面でも人口減少を考えると箱モノを
増やさず既存施設の有効利用をすべきでは。教育委員会は、
子どもたちの立場に立って考えていくべき。

Q

傍聴して気づいたことQ

男性 58％

傍聴のきっかけQ
１位　今日の議案や質問内容に

　　　関心（13）

２位　議会や市政に関心（６）

３位　議員や市長の様子が見た

　　　かった（３）

第 1 回読モ

アイデア☆

議
員
の
み
な
さ
ん
の
発
言
に
相
槌
を
打
っ

た
り
つ
ぶ
や
い
た
り
…
。
ネ
ッ
ト
中
継
も

た
の
し
い
で
す
ね
。
氷
上
姫
（
丹
波
市
60
代
）

担当の議員

日程と会場

［春日会場］

ハートフルかすが
［山南会場］

山南住民センター

［青垣会場］

青垣住民センター
［市島会場］

ライフピアいちじま

5月14日 5月15日

［氷上会場］

幸世交流施設

5月13日 月 火 水

5月16日 5月17日 5月18日木 金 土

2班担当 1班担当

2班担当1班担当 1班担当

2班担当

■正 ■副■正 ■副

柏原
青垣
春日

　 藤原　悟  　 谷水雄一

小川　庄策 　渡辺　秀幸

山名　隆衛　 広田まゆみ

小橋　昭彦　 垣内　廣明

西本　嘉宏　 奥村　正行

氷上
山南
市島

　 近藤憲生　   須原弥生

大西ひろ美　 吉積　　毅　 

大嶋　恵子　 太田　一誠

太田喜一郎　 西脇　秀隆

前川　豊市

1班担当

午後７時～ 午後７時～ 午後７時～

午後７時～ 午後７時～ 午後２時～

［柏原会場］

柏原住民センター

ご応募

ありがとう

ございます。

第 1 部　
議会からの報告

（25 分）

第 2 部　

グループワーク
（60 分）

＊休　憩＊

 

市
民
と
の

意
見
交
換
会

今月号

の表紙も

チェック

やで！

2班担当

性 別

女性
42％

女性が

４割！

役に立った
　53％

とても
役に立った
47％

実
は
３
月
ギ
カ
イ

っ
て
ト
ク
ベ
ツ
！

実
は
３
月
ギ
カ
イ

っ
て
ト
ク
ベ
ツ
！

実
は
３
月
ギ
カ
イ

っ
て
ト
ク
ベ
ツ
！

ギ
ロ
ン
の
論
点

ギ
ロ
ン
の
論
点

審

議

結

果

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た

い
！
一
般
質
問

意
見
交
換
会

つ
ぶ
や
き
川
柳

市外 3％

山南地域
17％

氷上
地域
40％

青垣
地域
40％

1819

気
に
な
る
こ
と
あ
っ
た
ら

言
う
て
よ
。

ほ
ん
ま
、
伝
え
ん
と

も
っ
た
い
な
い
で
。

み
ん
な
の
言
葉
で
届
け
て
よ
。



TAMBA R I NG57

あ
と
が
き

今
回
で
第
１
０
０
回
を
迎
え
た
３

月
定
例
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。
ひ

と
つ
の
通
過
点
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
本
会
議
で
の
議
論
の

積
み
重
ね
の
上
に
今
日
の
日
が
あ

る
と
、
し
み
じ
み
と
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
議
会
と
行
政

が
切
磋
琢
磨
し
、
み
な
さ
ん
と
と

も
に
よ
り
持
続
可
能
な
丹
波
市
を

創
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
月
定
例
会
で
は
、
新
年
度
の
予

算
や
事
業
な
ど
の
議
案
を
慎
重
に

審
議
し
ま
し
た
。
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
あ
れ
も
こ
れ
も
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
よ
り
よ
い
丹
波
市
を

め
ざ
し
た
内
容
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
み
な
さ
ん
に
、
少
し
で
も
住

み
心
地
よ
い
丹
波
市
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。４
月
は
新
し
い
ス
タ
ー

ト
の
季
節
で
す
。
心
新
た
に
進
ん

で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

［
発
行
責
任
者
］

議
　
長
　
　
　
林
　
　
時
彦

［
広
報
広
聴
委
員
会
］

委  

員  

長
　
　  

近
藤
　
憲
生

副
委
員
長
　
　
大
西
ひ
ろ
美

委
　
　
員
　
　
大
嶋
　
恵
子

委
　
　
員
　
　
吉
積
　
　
毅

委
　
　
員
　
　
広
田
ま
ゆ
み

委
　
　
員
　
　
谷
水
　
雄
一

委
　
　
員
　
　
藤
原
　
　
悟

発行：兵庫県丹波市議会　

編集：広報広聴委員会　

〒 669-3692兵庫県丹波市

氷上町成松字甲賀１番地

TEL　0795-82-1472　

FAX　0795-82-1523　

E-mail：gikai@city.tamba.lg.jp

※個人のコメントであり、団体を代表するものではありません。

丹波市の

に期待ココ

幼児向け
遊具がある

公園がほしい。

子育て学習

センター主催行

事をもっと増や

してほしい。

太鼓を楽し
く演奏し続けられるように支援

願いたい。

子育て支援

を日本一手厚

い市にして

ほしい。

わ
たし

た ち も、丹波市に期待しています
！

青垣子育て学習センター

老後も住み

続けやすいまち

にしてほしい。 

しています！

氷上
ミニバスケットボール

クラブ

甲賀流氷ﾉ川太鼓  鼓心

丹波市にも Jr のバス
ケットボールクラブ
チームがあるといい

のになー 。

小学校の

グラウンドに，バ

スケットボールの

ゴールを設置して。

ミニバス

クリニックを

開いて。

「丹波市みんな
で子育て、 親育ち活
動補助金」 対象の 子
どもの年齢の枠を 

広げてほしい。


